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巻　頭　言

３

医療界の人材について

　皆様，新年おめでとうございます。2025年の
年頭に当たり医療界の人材につきまして述べさ
せていただきます。
　診療所では以前は医療事務の求人を出すとか
なりの応募数がありましたが，最近ではポツポ
ツとしか応募がありません。そして看護師では
更に応募が無く，しばしば看護師派遣業から看
護師紹介の FAXが届くように求人が困難な時
代になりました。
　ハローワークの令和６年10月の職業別求人
状況では，建設躯体工事が9.28倍と最多であり，
医療関係ではそれよりよいものの介護サービ
ス3.63倍，医師・歯科医師・獣医・薬剤師3.20
倍，保健師・助産師・看護師2.36倍となっており，
数値が高いほど人手不足ということです。とこ
ろが一般事務：医療秘書（医療事務に従事する
者）は0.33倍となっており，医療系よりも他の
職種へ人材が流れていると残念に思います。
　医師不足につきましては，医師数が少ないと
いうよりも地域，科の偏在が問題です。しかし
わが国の医療制度の特徴として，医療法に規定
されている基準を満たしているかぎり医師の自
由開業制と専門科標榜は保証されておりますの
で現行では制限できません。これに対して財務
省は「医師数適正化および偏在対策」として，
ある地域で特定の診療科での医療サービスが過
剰と判断される場合に「特定医療サービス」と
して減算対象とするなどととんでもない案を持
ち出しました。もちろん日本医師会は反対であ
り，開業医の75％，勤務医の59％も反対を示し
ています。財務省主導のこの案は容認できるわ
けが無く今後動向を注視しなければなりません。
　介護サービス関連の人手不足はこれからの超
高齢化社会を考慮しますと重大な問題です。令
和５年度（公財）介護労働安定センターの報告

で離職率は13.1％ですが，職場の人間関係が離
職の最大の理由と述べています。従って早期離
職防止・定着促進に効果的な方策として，まず
職場の人間関係を良くし，労働時間の柔軟化や
残業削減，賃金向上，仕事と家庭の両立支援な
どをあげています。しかしながらこれらの内容
では我々医療関係では充分な支援が行えず，国
のより手厚い施策が重要と考えます。
　看護職員就業者数は年々増えているのです
が，看護職員の抱える問題として離職者が多い
（2022年度正規雇用11.8％，新卒採用者10.2％）
ことと潜在看護職員の再就職の問題があります。
日本看護協会では「新規養成」「定着促進」「復
職支援」「領域・地域別偏在の調整」に取り組
んでいますが，2021年度はナースセンター登録
の求職者132,938人のうち，応募者は45,565人で
すが，就職者は21,660人であり僅か16.3％の再
就職率です。また雇用形態では常勤が13.7％と
少なく，今後常勤の再就職者が増え，離職者が
減るよう我々も考える必要があります。
　更に現在最も心配される問題は看護職への希
望者が減少していることです。青森県内の看護
職員養成校では定員割れをしている所が多く，
当医師会運営の准看護学院でも近年では入学応
募者が激減し，著しい定員割れの状態が続いて
います。また当学院から八戸市立高等看護学院
への進学が多いのですが，進学者の減少により
同学院でも定員割れの状態です。また卒業生の
当地域への就業率の低さも深刻な問題です。
　地域医療を守るためにも看護師養成は継続し
なければならず医師会として知恵を絞っており
ますが現況では暗澹たる思いです。今後も医師
会の英知を結集し対応を進めて参りたいと思い
ますので，会員の先生方におかれましてはご支
援のほど宜しくお願い申し上げます。

八戸市医師会会長

熊　谷　俊　一


